
【奈良国立博物館】　(計8件)

1　名称
聖徳太子立像（二歳像）（しょうとくたいしりゅうぞう（に
さいぞう）

品　　質 木造　彩色　玉眼嵌入

作 者 等 員　　数 一軀

時　　代 鎌倉時代（13～14世紀） 寸 法 等 像高34.6㎝　髮際髙32.3㎝

作品概要

購入金額 20,000,000円

1　名称
釈迦如来像（清凉寺式）（しゃかにょらいぞう（せいりょう
じしき））

品　　質 絹本著色　掛幅装

作 者 等 1585 員　　数 一幅

時　　代 鎌倉時代（13～14世紀） 寸 法 等 本紙：縦108.3㎝　横39.1㎝　　表具：縦188.0㎝　横52.6㎝

作品概要

購入金額 11,000,000円

1　名称 釈迦八相涅槃図（しゃかはっそうねはんず） 品　　質 絹本著色　掛幅装

作 者 等 員　　数 一幅

時　　代 鎌倉時代（14世紀） 寸 法 等 本紙：縦185.5㎝　横208.6㎝　　表具：縦274.0㎝　横218.0㎝

作品概要

購入金額 96,000,000円

＜彫刻＞（1件）

中世以降、盛んに造られるようになった聖徳太子二歳像の中でも、最初期の制作例とみられる像。一尺あまりという小ささも大変珍しい。

＜絵画＞（3件）

鎌倉時代以降、篤い信仰が寄せられた清凉寺式釈迦を描いたもの。清凉寺本尊の釈迦像（彫刻）を模刻した西大寺の釈迦像と着衣の文様な
ど細部まで一致する。清凉寺釈迦信仰、中世南都の律宗美術などの観点か貴重な作品である。

横長の画面中央に大きく釈迦が涅槃に入る情景を描き、左右に帯状の区画を設け仏伝を描きこむという、八相涅槃図の稀有な作例。南都絵
仏師が関与した可能性が高い。



1　名称
金胎仏画帖断簡（不空成就如来）（こんたいぶつがじょうだ
んかん（ふくうじょうじゅにょらい））

品　　質 紙本著色　掛幅装

作 者 等 員　　数 一幅

時　　代 平安時代（12世紀） 寸 法 等 本紙：縦25.0㎝　横13.7㎝　　表具：縦125.5㎝　横36.5㎝

作品概要

購入金額 37,000,000円

1　名称 画図讃文断簡（がずさんもんだんかん） 品　　質 紙本墨書　掛幅装

作 者 等 員　　数 一幅

時　　代 奈良時代～平安時代（8～9世紀） 寸 法 等
本紙：縦24.0㎝　横58.5㎝
第１葉：31.3㎝　第２葉：22.8㎝　第３葉：4.4㎝

no

購入金額 18,000,000円

1　名称 金銅蓮華文磬（こんどうれんげもんけい） 品　　質 銅製鋳造　鍍金

作 者 等 員　　数 一面

時　　代 鎌倉時代（13～14世紀） 寸 法 等 総高11.0㎝　幅18.4㎝　厚1.2㎝

作品概要

購入金額 22,000,000円

平安時代末期に制作された彩色本図様集の白眉とされる『金胎仏画帖』の断簡。現存する断簡のなかでも、唯一の如来形である点も高く評
価される。

＜書跡＞（1件）

変文（変相の絵解きをする際の台本）の一種であったと推測される『画図讃文』の断簡。大部分が散佚し、現在本品と一具であった写本の
断簡のみが確認されており、仏画の讃文として、また当時の王羲之風の書風を伝える例としても貴重である。

＜工芸＞（2件）

鎌倉時代の銅製鋳造仏具として、非常に整った形姿や精美な文様表現が特徴。類品の極めて少ない蓮華文磬としても貴重である。



1　名称
銅製銀象嵌梵字宝相華唐草文香炉（どうせいぎんぞうがんぼ
んじほうそうげからくさもんこうろ）

品　　質 銅製鋳造　銀象嵌

作 者 等 員　　数 一口

時　　代 朝鮮半島　高麗（14世紀） 寸 法 等 髙：32.5㎝　口径：31.1㎝　底径21.5㎝

作品概要

購入金額 110,000,000円

1　名称
灰釉短頸壺　附銅鋺（伝茨城県石岡市出土）　壺・銅鋺（か
いゆうたんけいこ　つけたり　どうわん（でんいばらきけん
いしおかししゅつど））

品　　質
壺：陶製　粘土紐巻き上げ成形　轆轤調整　高台貼付　自然
降灰による灰釉付着
銅鋺：銅製　鋳造　轆轤挽き

作 者 等 員　　数 壺・銅鋺　各一口

時　　代 奈良時代～平安時代（8世紀～9世紀） 寸 法 等
壺：口径12.4㎝　器髙25.0㎝　最大径27.3㎝　高台径13.6㎝　重量3020
ｸﾞﾗﾑ
銅鋺：口径19.8㎝　器髙4.6㎝　重量290ｸﾞﾗﾑ

作品概要

購入金額 45,000,000円

＜考古＞（1件）

猿投窯（愛知県）製の壺と完形の碗を火葬骨蔵器として利用した遺品。壺・碗ともに優品であるだけでなく、奈良・平安時代の墓制の事例
として優れている。

優れた器形、精緻な銀象眼の文様などを特徴とする香炉。内部などに日本で施された墨書があり、制作からさほど時間をおかず、14世紀中
に西大寺に寄進されたことも判明する。東アジア圏における仏具受容の実態からも興味深い作品である。


